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エ
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マ
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…
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ダ
ス
ト
ン(

4
7
)

…
…
…
…
…
治
安
維
持
軍

エ
ン
ジ
ェ
ル
〔
今
話
で
は
パ
ト
リ
シ
ア
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
〕(

2
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)

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
タ
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)

…
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パ
ラ
ダ
イ
ム
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ア
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ア
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老
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ロ
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ー
・
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ー
マ
イ
ン(

3
4
)

…
…
…
…
…
…
…
不
動
産
業
者
〔
ア
フ
リ
カ
系
〕

マ
イ
ク
ル
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ(

S
e
e
b
a
c
h
)

…
…
…
消
え
た
新
聞
記
者

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
〔
黒
い
森
〕
…
…
…
…
…
メ
モ
リ
ー
・
デ
ィ
ガ
ー



○
地
下

朽
ち
た
地
下
鉄
線
路
。
そ
の
奥
に
広
が
る
闇
。

男
の
モ
ノ
「

例
え
四
十
年
前
に
起
き
た
何
か
が
無
く
と
も
、
人
と
い
う

者
は
闇
を
畏
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
事
に
変
わ
り
は
無
い
筈
だ
。
人

は
そ
の
畏
れ
か
ら
目
を
背
け
、
自
ら
の
歴
史
の
記
憶
す
ら
も
そ
の

存
在
が
無
か
っ
た
事
の
様
に
振
る
舞
っ
て
い
る

」

○
古
い
ア
パ
ー
ト
の
一
室

昼
間
だ
と
い
う
の
に
隣
接
す
る
ビ
ル
の
お
蔭
で
薄
暗
い
。

安
楽
椅
子
に
腰
掛
け
た
ア
ジ
ア
系
の
老
婆
、
穏
や
か
な
笑
み

を
浮
か
べ
、
俯
い
て
ト
ツ
ト
ツ
と
喋
る
。

老

婆
「
そ
り
ゃ
あ
気
持
ち
悪
い
も
ん
さ
。
こ
ん
な
に
長
く
生
き
て
い
る
の

に
、
ふ
っ
つ
り
と
前
の
記
憶
が
無
い
ん
だ
か
ら
。
あ
た
し
が
こ
こ

で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
メ
モ
リ
ー
を
取
り
戻
し
た
息
子
、

孫
で
も
い
い
さ
。
会
い
に
来
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
っ
て
ね
」

部
屋
の
ド
ア
近
く
に
立
っ
て
い
る
ロ
ジ
ャ
ー
と
、
若
い
黒
人
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
事
は
、
住
民
記
録
に
残
さ
れ
ま
す
。
引

っ
越
さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
か
ら
御
安
心
を
」

フ
ン
、
と
鼻
で
嗤
う
黒
人
。
ロ
ジ
ャ
ー
、
睨
み

ロ
ジ
ャ
ー
「
期
日
ま
で
に
き
ち
ん
と
振
り
込
ん
で
お
き
た
ま
え
」

黒

人
「
（
苦
笑
）
こ
っ
ち
の
想
定
額
の
七
倍
だ
。
参
っ
た
ぜ
」

○
ア
パ
ー
ト
の
外

ビ
ル
か
ら
出
て
く
る
ロ
ジ
ャ
ー
、
不
快
気
に
見
上
げ
る
。

そ
こ
は
、
ド
ー
ム
と
ド
ー
ム
の
端
境
に
あ
り
、
こ
こ
の
天
井

も
ま
た
覆
う
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

黒

人
「
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

用
事
は
済
ん
だ
筈
だ
」

黒

人
「
（
ニ
ヤ
）
新
し
い
仕
事
の
話
さ
。
お
っ
と
相
手
は
俺
じ
ゃ
な
い
。

ウ
チ
の
親
会
社
が
、
あ
ん
た
に
仕
事
を
頼
み
た
い
ら
し
い
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
ん
た
の
親
会
社
…
…
」

１



○
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ド
ー
ム
外
観

ゲ
ー
ト
に
入
っ
て
来
る
ロ
ジ
ャ
ー
の
車
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
パ
ン
屋
だ
ろ
う
が
不
動
産
業
者
だ
ろ
う
が
、
あ
る
い

は
軍
警
察
も
同
じ
だ
。
こ
の
街
で
親
会
社
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
同

じ
と
こ
ろ
に
決
ま
っ
て
い
る
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
車
内

ド
ー
ム
内
。
フ
ロ
ン
ト
越
し
に
見
え
る
バ
ベ
ル
の
塔
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
こ
の
街
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
い
う
企
業
が
神
で
あ
り

国
家

」

○
パ
ラ
ダ
イ
ム
本
社
／
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

広
大
な
ホ
ー
ル
。
壁
に
掛
け
ら
れ
た
巨
大
な
宗
教
画
を
見
上

げ
て
い
た
ロ
ジ
ャ
ー
、
ヒ
ー
ル
の
響
く
音
に
目
を
向
け
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！

あ
ん
た
は
…
…
」

や
っ
て
き
た
の
は
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
。
し
か
し
今
日
は
地
味
目

な
ス
ー
ツ
姿
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
さ
ん

で
す
ね
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
目
を
細
め
）
初
対
面
で
は
な
い
筈
だ
が
」

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
あ
た
く
し
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
プ
レ
ス
発
行
人
、
フ
ィ
ル
・
ガ

セ
ー
の
秘
書
を
し
て
お
り
ま
す
パ
ト
リ
シ
ア
・
ラ
ヴ
ジ
ョ
イ
で
す
」

○
エ
レ
ベ
ー
タ
内

昇
る
函
の
中
で
、
気
ま
ず
い
沈
黙
を
し
て
い
る
二
人
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

前
に
聞
い
た
名
は
ミ
ス
・
ケ
イ
シ
ー
、
だ
っ
た
が
？
」

黙
っ
て
い
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
。

チ
ン
。
ド
ア
が
開
き
か
か
る
と

、
ロ
ジ
ャ
ー
の
耳
元
に

す
っ
と
唇
を
寄
せ
て

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
。
そ
う
呼
ん
で
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
」

２



ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
の
部
屋窓

の
向
こ
う
に
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
ド
ー
ム
。

机
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
砂
時
計
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

掃
除
の
為
メ
イ
ド
風
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
た
ド
ロ
シ
ー
、
ハ
タ

キ
を
置
い
て
、
一
つ
ず
つ
砂
時
計
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
く
。

○
エ
レ
ベ
ー
タ
・
ホ
ー
ル

エ
ン
ジ
ェ
ル
に
伴
わ
れ
部
屋
を
出
て
く
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
つ
ま
ら
な
い
依
頼
で
が
っ
か
り
し
た
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
君
は
い
つ
か
ら
こ
こ
で
働
い
て
い
る
」

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
一
週
間
前
よ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
何
を
狙
っ
て
い
る
ん
だ
」

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
（
微
笑
）
狙
う
？

あ
た
し
は
た
だ
の
女
だ
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」
あ
、
と
上
部
階
層
を
見
上
げ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
？
」渡

り
廊
下
を
、
部
下
を
従
え
歩
く
鋭
い
目
を
し
た
男

。

エ
ン
ジ
ェ
ル
「
（
小
声
）
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
れ
が
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
総
帥
…
…
」

○
地
下

朽
ち
た
地
下
鉄
車
両
。
何
か
強
大
な
力
で
ひ
し
ゃ
げ
て
い
る
。

男
の
モ
ノ
「

人
は
、
過
去
の
記
憶
を
断
ち
切
っ
て
生
き
て
い
け
る
も
の

だ
ろ
う
か
。
自
己
の
立
つ
場
所
が
一
体
い
つ
か
ら
、
ど
こ
か
ら
繋

が
っ
て
い
る
の
か
知
ら
ず
に
…
…
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
車
内

ド
ー
ム
内
を
走
ら
せ
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

３



ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
プ
レ
ス
記
者
、

マ
イ
ク
ル
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
に
対
し
、
彼
が
取
材
し
て
い
た
原
稿
を

高
額
の
退
職
金
の
引
き
換
え
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
引
き
渡
さ
せ
る
、

と
い
う
交
渉
だ
っ
た
。
仕
事
自
体
は
難
し
い
も
の
で
は
な
い
。
問

題
は
二
つ
。
私
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
本
社
に
近
い
部
門
の
仕
事
を
受

け
て
い
い
の
か
と
い
う
迷
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
の
ジ
ー
バ
ッ

ク
は
三
カ
月
前
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
事
だ
」

○
軍
警
察
外
観
／
夕
刻

ダ
ス
ト
ン
「
（
オ
フ
）
い
つ
か
ら
探
偵
み
た
い
な
仕
事
ま
で
引
き
受
け
る
様

に
な
っ
た
ん
だ
ね
、
ミ
ス
タ
ー
・
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
」

○
ダ
ス
ト
ン
の
オ
フ
ィ
ス

不
機
嫌
そ
う
な
ロ
ジ
ャ
ー
を
前
に
、
愉
快
そ
う
に
笑
い
、

ダ
ス
ト
ン
「
警
察
を
半
端
に
辞
め
た
人
間
が
行
く
の
は
二
つ
の
道
し
か
な
い
。

私
立
探
偵
に
な
っ
て
他
人
の
生
活
を
覗
く
か
、
非
合
法
組
織
で
他

人
の
生
活
を
壊
す
か

」

ロ
ジ
ャ
ー
「
交
渉
相
手
の
情
報
が
欲
し
い
だ
け
だ
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
ニ
ヤ
）
久
々
に
古
巣
に
戻
っ
て
き
た
ん
で
、
懐
か
し
く
な
っ

た
だ
け
さ
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

ダ
ス
ト
ン
「
（
書
類
に
目
を
落
と
し
）
マ
イ
ク
ル
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
、
ド
イ
ツ

人
か
…
…
？

捜
索
願
い
は
出
て
い
な
い
。
税
金
は
二
カ
月
未
納
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

こ
の
街
に
は
も
う
い
な
い
の
か
…
…
」

ダ
ス
ト
ン
「
（
真
顔
）
い
や
…
…
。
ド
ー
ム
の
内
側
に
住
ん
で
い
た
人
間
が

外
に
出
る
事
は
あ
り
得
な
い
。

そ
う
い
う
も
の
さ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
思
案
）
そ
う
か
…
…
」

立
ち
上
が
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ダ
ス
ト
ン
「
ロ
ジ
ャ
ー
」

振
り
向
く
ロ
ジ
ャ
ー
に
、
メ
モ
紙
が
投
げ
ら
れ
る
。

キ
ャ
ッ
チ
し
見
る
と
、
住
所
の
走
り
書
き
。

ダ
ス
ト
ン
「
（
ニ
ヤ
）
消
え
た
新
聞
記
者
、
二
重
生
活
者
だ
っ
た
ら
し
い
。

４



妻
と
暮
ら
す
以
外
に
、
そ
こ
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
い
る
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
戸
惑
う
）
」

ダ
ス
ト
ン
「
お
前
さ
ん
は
こ
こ
を
嫌
っ
て
出
て
行
っ
た
が
、
俺
達
は
軍
警
察

を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
礼
を
言
う
、
ダ
ス
ト
ン
」

出
て
い
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

ダ
ス
ト
ン
「
…
…
」

○
ド
ー
ム
内
／
夜

セ
ン
ト
ラ
ル
か
ら
外
れ
た
ド
ー
ム
内
。
古
び
た
ビ
ル
群
が
寂

し
げ
に
明
か
り
を
点
け
て
建
つ
。
そ
の
明
か
り
の
一
つ

○
ア
パ
ー
ト
廊
下

古
い
エ
レ
ベ
ー
タ
を
降
り
た
ロ
ジ
ャ
ー
、
見
回
し
、
あ
る
部

屋
の
ド
ア
前
に
立
つ
。

腕
時
計
を
竜
頭
を
操
作
す
る
と

、
万
能
解
錠
具
が
突
出
。

ド
ア
を
開
く
と
、
そ
こ
は

○
地
下
イ
メ
ー
ジ

男
の
モ
ノ
「
私
は
新
聞
記
者
と
し
て
生
き
て
き
た
。
真
実
を
を
掘
り
出
し
て

記
事
を
書
く

。
し
か
し
、
こ
の
街
で
、
真
実
な
ど
新
聞
記
者

ご
と
き
が
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
事
が
よ
く
判
っ
た
。
そ
れ

に
、
本
当
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
真
実
は
、
こ
の
街
の
誰
も
知
ろ

う
と
し
て
い
な
い
。
私
は
知
り
た
い
。
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
」

※
こ
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
、
シ
ー
ン
前
後
に
分
散
し
て
下
さ
い
。

○
ジ
ー
バ
ッ
ク
の
部
屋

狭
い
室
内
の
デ
ス
ク
上
に
は
、
散
在
し
た
原
稿
と
旧
式
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
。
そ
の
前
に
立
っ
て
、
書
き
か
け
の
原
稿
（
こ

こ
ま
で
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
）
を
呼
ん
で
い
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

５



ロ
ジ
ャ
ー
「
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事

」

と

、
ロ
ジ
ャ
ー
の
背
後
、
ド
ア
の
下
の
隙
間
か
ら
、
す

っ
と
細
い
も
の
が
伸
び
て
来
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
、
小
さ
く
鼻
を
鳴
ら
し
、
警
戒

。

ロ
ジ
ャ
ー
「

ガ
ソ
リ
ン
…
…
？
」

ボ
ッ
！

突
如
、
床
か
ら
炎
が
沸
き
上
が
る
。

顔
を
覆
い
、
ド
ア
に
向
か
う
ロ
ジ
ャ
ー
。
し
か
し
、
鍵
が
外

か
ら
掛
け
ら
れ
開
か
な
い
。

無
数
の
原
稿
紙
に
火
が
つ
い
て
舞
い
上
が
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
、
窓
の
方
を
見
る
。
薄
く
開
い
た
窓

。

○
ビ
ル
の
壁

窓
を
割
り
飛
び
出
す
ロ
ジ
ャ
ー
、
危
う
く
転
落
し
そ
う
に
な

る
が
、
雨
樋
に
つ
か
ま
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
く
ぅ
っ
」

渾
身
の
力
で
躰
を
揺
ら
し

、
非
常
階
段
に
飛
び
移
る
。

窓
か
ら
炎
が
チ
ラ
チ
ラ
と
見
え
、
煙
が
立
ち
昇
っ
て
い
る
。

遠
く
か
ら
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
参
っ
た
な
…
…
」

と
！

遠
く
か
ら
男
の
声
が
響
く
。

男
の
声
「
こ
の
街
に
飼
わ
れ
た
腐
っ
た
犬
よ
！
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
（
振
り
向
く
）
」

こ
う
の
ビ
ル
の
屋
上
に
男
の
影
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

マ
イ
ク
ル
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
か
？
」

顔
も
手
も
包
帯
で
包
ま
れ
た
男

。

男

「
マ
イ
ク
ル
・
ゼ
ー
バ
ッ
ハ
は
も
う
こ
の
世
か
ら
消
え
た
。
飼
い
主

に
は
そ
う
伝
え
た
ま
え
！
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
非
常
階
段
を
駆
け
上
が
り

○
屋
上

向
こ
う
の
屋
上
に
立
つ
包
帯
の
男
と
対
峙
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
で
は
、
君
の
名
前
は
何
だ
？
」
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男

「
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
、
と
で
も
し
て
お
こ
う
か
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
黒
い
、
森
…
…
？
」

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
飼
い
主
に
報
告
す
る
が
い
い
。
も
う
心
配
せ
ず
と
も

哀
れ
な
新
聞
記
者
は
二
度
と
こ
の
街
に
は
現
れ
な
い
と
」

解
け
た
包
帯
の
端
を
翻
し

、
サ
ッ
と
闇
へ
姿
を
消
す
男
。

高
ま
る
サ
イ
レ
ン
の
音
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
…
…
」

○
ロ
ジ
ャ
ー
の
居
間夜

の
冷
た
い
風
が
吹
く
テ
ラ
ス
に
思
案
顔
で
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。

既
に
ド
ー
ム
・
シ
テ
ィ
は
平
穏
を
取
り
戻
し
、
ビ
ル
の
窓
明

か
り
が
煌
煌
と
煌
め
い
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
真
実
を

堀
り
起
こ
す
…
…
」

す
っ
と
隣
に
来
る
ド
ロ
シ
ー
。

ド
ロ
シ
ー
「
寒
く
な
い
の
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ほ
う
？

私
の
健
康
を
気
づ
か
っ
て
く
れ
る
の
か
」

ド
ロ
シ
ー
「
別
に
」

ぷ
い
っ
と
、
部
屋
へ
戻
っ
て
し
ま
う
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
も
、
メ
ガ
デ
ウ
ス
も
、
こ
の
世
界
に
は
予
め
存

在
す
る
。
人
は
そ
れ
に
何
ら
疑
問
を
抱
か
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、

そ
う
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
い
の
か
…
…
？
」

ソ
フ
ァ
に
座
っ
た
ド
ロ
シ
ー
、
ど
こ
か
不
安
気
な
顔
。
心
細

そ
う
に
両
腕
で
自
己
を
抱
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー

、
君
は
、
自
分
が
ど
う
し
て
動
い
て
い
る
の
か

考
え
た
事
が
あ
る
か
」

ド
ロ
シ
ー
「

あ
な
た
よ
り
は
自
分
の
事
は
考
え
て
い
る
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
そ
う
。
こ
れ
は
自
分
の
事
だ
。
自
分
の
中
の
闇
に
向

か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
が
来
た
ら
し
い
…
…
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
格
納
庫
／
最
下
層

ギ
。
鉄
扉
を
開
き
、
ロ
ジ
ャ
ー
、
出
て
く
る
。

今
は
冷
た
い
巨
像
で
し
か
な
い
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
を
見
上
げ
た
。
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○
ス
ラ
イ
ダ
ー
・
ス
ロ
ー
プ

ン
ゴ
ン
ン
ゴ
ン
ン
ゴ
ン
…
…
。
ビ
ッ
グ
オ
ー
用
ス
ラ
イ
ダ
ー

で
地
下
へ
下
っ
て
い
く
、
軽
装
ス
ー
ツ
の
ロ
ジ
ャ
ー
。

○
旧
地
下
鉄
路
線

そ
こ
に
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。

歪
ん
だ
線
路
は
、
奥
の
闇
へ
と
続
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
ビ
ッ
グ
オ
ー
を
移
送
す
る
為
に
、
私
は
こ
の
地
下
の

ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
い
る
。
か
つ
て
、
こ
こ
に
は
サ
ブ
ウ
ェ
イ

と
い
う
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
が
施
設
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
」

手
に
し
た
大
型
マ
グ
ラ
イ
ト
を
点
け
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
た
か
だ
か
三
十
フ
ィ
ー
ト
程
度
の
地
面
の
下
で
あ
っ

て
も
、
こ
こ
に
来
た
が
る
者
は
、
銀
行
襲
撃
犯
で
す
ら
い
な
い
」

固
い
顔
で
歩
き
だ
す
。
壁
に
は
く
す
ん
だ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
が
言
っ
て
た
事
が
あ
る
。
四
十
年
前
、

人
は
こ
の
地
下
に
も
住
ん
で
い
た
事
が
あ
る
ら
し
い
と
」

○
縦
孔
前

ロ
ジ
ャ
ー
、
マ
ン
ホ
ー
ル
程
の
大
き
さ
の
孔
の
前
に
立
つ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
こ
こ
か
ら
下
へ
は
、
私
も
降
り
た
事
が
無
い
。
恐
ら

く
、
こ
の
街
の
誰
も
が
知
ら
な
い
世
界
だ
。
た
だ
一
人
を
除
い
て
」

○
縦
穴
内

非
常
用
の
出
口
ら
し
い
。
冷
た
い
鉄
を
掴
み
な
が
ら
一
歩
づ

つ
下
る
。
徐
々
に
脂
汗
が
額
に
滲
ん
で
き
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
深
く
行
く
に
従
っ
て
、
壁
が
新
し
い
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
深
い
方
が
新
し
い
時
代
の
も
の
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
」

○
地
下
回
廊
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降
り
立
つ
ロ
ジ
ャ
ー
。
唖
然
と
見
回
す
。

マ
グ
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
る
そ
こ
は
、
青
白
い
新
建
築
材
で

囲
ま
れ
た
冷
た
い
空
洞
。

高
い
天
井
の
ト
ン
ネ
ル
が
、
遥
か
先
に
ま
で
伸
び
て
い
る
。

白
い
息
を
漏
ら
す
ロ
ジ
ャ
ー
。
こ
こ
の
気
温
は
か
な
り
低
い
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
モ
ノ
）
脅
え
て
い
る
の
だ
。
こ
の
私
が
、
脅
え
て
い
る
。
こ

の
謂
わ
れ
の
無
い
感
情
を
喚
起
さ
せ
る
も
の
は
何
だ
…
…
」

歩
き
だ
そ
う
と
し
て
、
マ
グ
ラ
イ
ト
を
落
と
す
。

闇
に
包
ま
れ
る
ロ
ジ
ャ
ー

、
瞳
孔
が
開
き
、
歯
を
カ
チ

カ
チ
と
鳴
ら
し
て
い
る
。

両
腕
で
自
己
を
抱
き
、
膝
を
つ
い
て
し
ま
う
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
、
こ
れ
は
生
理
反
応
で
し
か
な
い
！

理
性
で
克
服
出
来
る

筈
だ
！

こ
ん
な

、
こ
ん
な
不
条
理
な
感
情

」

ロ
ジ
ャ
ー
の
視
界
、
歪
む
。

ノ
イ
ズ
と
光
の
奔
流
が
、
暗
い
闇
の
奥
か
ら
迸
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」そ

れ
は
亡
霊
だ
。
過
去
の
人
の
記
憶
。

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

ロ
ジ
ャ
ー
「
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
」

溶
暗
。

○
黒
い
森
の
中

風
が
ロ
ジ
ャ
ー
の
頬
を
撫
で
た
。

薄
目
を
開
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

木
漏
れ
日
す
ら
差
さ
な
い
、
濃
い
色
の
葉
の
木
々
が
鬱
蒼
と

す
る
森

。
鳥
の
啼
く
声
が
響
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
う
、
ん
…
…
？
」

そ
の
ロ
ジ
ャ
ー
は
、
誰
か
の
膝
に
抱
か
れ
て
い
た
。

顔
を
ず
ら
し
、
誰
か
を
見
よ
う
と
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

陰
に
な
っ
て
見
え
な
い
が

、
そ
れ
は
ま
る
で

○
地
下
回
廊
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ロ
ジ
ャ
ー
を
介
抱
し
て
い
た
の
は

Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
。

ス
カ
ー
ト
は
ど
こ
か
で
引
っ
か
け
た
の
か
破
れ
、
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
は
伝
線
し
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

マ
…
…
」

ド
ロ
シ
ー
「
ま
？
」

徐
々
に
、
事
態
を
把
握
し
て
い
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

が
ば
っ
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
っ
、
あ
っ
、
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
！
」

ド
ロ
シ
ー
「
ま
、
っ
て
マ
ザ
ー
？

お
母
さ
ん
の
事
？
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
そ
ん
な
事
は
ど
う
だ
っ
て
い
い
だ
ろ
う
君
に
な
ん
て
関
係
な
い
！

そ
う
じ
ゃ
あ
な
く
っ
て
！

な
っ
、
な
ん
で
こ
こ
に
い
る!
?

」

ド
ロ
シ
ー
「
お
留
守
番
し
て
な
さ
い
と
は
言
わ
れ
て
な
い
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
仕
事
に
つ
い
て
来
て
い
い
と
も
言
っ
て
い
な
い
」

ド
ロ
シ
ー
「

ロ
ジ
ャ
ー
の
生
理
反
応
、
正
常
に
戻
っ
て
い
る
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
え
…
…
？
」

見
回
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

真
っ
暗
で
は
な
い
。
通
路
の
サ
ブ
照
明
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
、

間
接
光
が
ぼ
う
っ
と
回
廊
を
照
ら
し
て
い
る
。

ド
ロ
シ
ー
、
ロ
ジ
ャ
ー
を
置
い
て
歩
き
だ
す
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
後
を
追
っ
て
き
て
）
ド
ロ
シ
ー
、
君
も
知
り
た
い
の
か
」

ド
ロ
シ
ー
「
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
恐
怖
な
ん
て
感
情
を
持
た
な
い
君
が

」

ド
ロ
シ
ー
「
あ
な
た
た
ち
の
気
持
ち
は
あ
た
し
に
は
判
ら
な
い
。
で
も

」

ロ
ジ
ャ
ー
「

」

ド
ロ
シ
ー
「
あ
た
し
が
ど
う
し
て
動
い
て
、
考
え
て
い
る
の
か

。
そ
れ

は
お
父
様
で
も
知
ら
な
い
事
だ
っ
た
わ
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
、
か
…
…
」

○
二
話
フ
ラ
ッ
シ
ュ

○
地
下
回
廊

歩
く
ロ
ジ
ャ
ー
と
ド
ロ
シ
ー
。
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ロ
ジ
ャ
ー
「
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
博
士
は
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
研
究
の
第
一
人
者

だ
っ
た
」

ド
ロ
シ
ー
「
職
人
よ
、
お
父
様
は
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

な
ら
、
最
高
の
腕
を
持
っ
た
、
職
人
だ
な
」

ド
ロ
シ
ー
「

コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
全
て
理
解
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

お
父
様
は
、
死
ん
だ
自
分
の
本
当
の
娘
を
再
現
す
る
為
に
、
あ
た

し
を
組
み
上
げ
た
だ
け
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
全
て
を
知
っ
て
い
る
人
間
な
ど
、
こ
の
世
界
に
は
い
な
い
。
し

か
し
だ
。
何
か
が
自
分
を
脅
え
さ
せ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に

目
を
背
け
者
も
い
る
し
、
そ
れ
を
見
極
め
る
事
で
克
服
し
よ
う
と

い
う
人
間
だ
っ
て
い
る
。
人
間
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
。
一
人
一
人
違

う
存
在
な
ん
だ
よ
、
Ｒ
・
ド
ロ
シ
ー
」

ド
ロ
シ
ー
「

音
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ど
う
し
た
…
…
？
」

回
廊
の
分
岐
の
一
つ
の
奥
か
ら
、
鈍
い
音
が
響
い
て
い
る
。

○
神
殿

広
大
な
空
間
。
通
路
の
果
に
あ
っ
た
の
は
、
モ
ダ
ン
な
建
築

物
が
並
ぶ
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
街

の
様
に
見
え
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
何
だ
っ
た
ん
だ
、
こ
こ
は
…
…
」

ド
ロ
シ
ー
の
目
が
、
小
刻
み
に
揺
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ロ
ジ

ャ
ー
は
気
づ
い
て
い
な
い
。

ホ
ー
ル
全
体
を
、
低
い
振
動
音
が
包
ん
で
い
る
。

見
回
し
て
い
た
ロ
ジ
ャ
ー
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
建
物
の
向
こ
う

に
、
崩
れ
た
一
角
が
あ
る
の
を
見
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

あ
そ
こ
ら
し
い
。
行
こ
う
、
ド
ロ
シ
ー
」

歩
き
だ
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

し
か
し
ド
ロ
シ
ー
は
動
か
な
い
。

回
り
込
ん
で
き
た
ロ
ジ
ャ
ー
が
見
た
も
の
は

ロ
ジ
ャ
ー
「!

?

」そ
こ
に
は
、
半
分
地
に
埋
ま
っ
た
、
巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
朽

ち
た
姿
が
あ
っ
た
。
朽
ち
た
後
に
、
そ
の
周
囲
の
も
の
は
作

１１



ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。

近
づ
き
な
が
ら

ロ
ジ
ャ
ー
「
メ
ガ

デ
ウ
ス
…
…
？
」

響
く
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
の
声

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
（
オ
フ
）
こ
こ
ま
で
よ
く
来
れ
た
も
の
だ
、
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
犬
に
し
て
は
大
し
た
も
の
だ
」

キ
ッ
と
見
回
す
ロ
ジ
ャ
ー
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
ビ
ル
の
上
に
立
つ
、
全
身
包
帯
の
男
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
？

ゼ
ー
バ
ッ
ハ
、
い
や
、
シ
ュ
バ
ル

ツ
バ
ル
ト
！
」

く
す
く
す
と
笑
っ
て
い
る
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
。

ぶ
ー
ん
…
…
。
一
際
音
が
高
ま
る
。

そ
れ
は
、
朽
ち
て
い
る
様
に
見
え
る
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
の
胸
部

か
ら
漏
れ
て
い
る
。

振
り
向
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
呟
く
）
ビ
ッ
グ
オ
ー
の

、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
な
の
か
？
」

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
四
十
年
前
、
何
か
が
起
こ
っ
て
我
々
は
記
憶
を
失
っ

た
。
そ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
の
力
を
、
人
が
持
っ
て
い
た
の
か
も
」

ロ
ジ
ャ
ー
「

こ
れ
が
、
力
だ
と
い
う
の
か
」

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
メ
ガ
デ
ウ
ス
は
、
特
別
な
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
だ

よ
、
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
。
こ
の
私
だ
っ
て
、
メ
モ
リ
ー
さ
え
取
り

戻
せ
ば
、
こ
の
力
を
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
る
ん
だ
」

い
つ
の
間
に
か
、
ロ
ジ
ャ
ー
と
巨
人
の
間
に
立
っ
て
い
る
シ

ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

こ
れ
は
、
ま
だ
動
く
の
か
…
…
？
」

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
こ
こ
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
私
は
そ
の
ロ
ッ
ク

を
解
除
し
た
。
お
か
げ
で
こ
ん
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

包
帯
の
奥
に
は
、
焼
け
た
膚
が
僅
か
に
見
え
る
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
あ
の
時
、
君
も
同
じ
姿
に
な
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
良

か
っ
た
ん
だ
が
ね
（
ニ
ヤ
）
」

鼻
を
鳴
ら
し
ハ
ッ
と
な
る
ロ
ジ
ャ
ー
。
足
元
を
見
る
と

、

白
い
紐
が
ぐ
る
ぐ
る
と
ロ
ジ
ャ
ー
を
囲
ん
で
い
た
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
、
片
手
で
紙
マ
ッ
チ
を
擦
る
。

シ
ュ
ボ
ッ
！
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ロ
ジ
ャ
ー
「
く
っ
！

（
ハ
ッ
）
ド
ロ
シ
ー!

?

」

憑
か
れ
た
様
な
顔
の
ド
ロ
シ
ー
、
危
う
げ
な
足
取
り
で
巨
人

の
方
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
何
だ
こ
の
女
は
…
…
？

ア
ン
ド
ロ
イ
ド!

?

」

ド
ロ
シ
ー
「
（
譫
言
の
様
な
機
械
語
）
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ィ
ィ
ィ
！
」

ぶ
ー
ん
、
ぶ
ー
ん
…
…
。
振
動
音
が
高
ま
り
、
巨
人
の
胸
が

ぼ
う
っ
と
光
始
め
る
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
ど
、
ど
う
し
て
…
…
」

ド
ロ
シ
ー
、
激
し
く
震
え
な
が
ら
、
凄
ま
じ
い
早
口
で
譫
言

を
言
い
続
け

ド
ロ
シ
ー
「

き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

マ
ッ
チ
を
落
と
す
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト

。

ダ
ッ
シ
ュ
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

燃
え
上
が
る
地
面
。

ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ

地
が
揺
れ

、
巨
人
像
が
動
き
だ
し
た
！

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
何
が
起
こ
っ
た!

?

何
故
こ
れ
が
動
き
だ
し
た!

?

」

後
退
る
シ
ュ
バ
ル
ツ

、
そ
の
包
帯
の
端
に
炎
が
引
火
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
！
」

ド
ロ
シ
ー
の
躰
を
抱
く
ロ
ジ
ャ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ど
う
し
た
ん
だ
ド
ロ
シ
ー
！
」

ド
ロ
シ
ー
「
あ
れ
は

、
生
き
て
る
わ
…
…
。
あ
た
し
の
、
情
報
を

」

遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
、
生
け
る
屍
が
墓
場
か
ら
蘇
る
様
に
地
よ
り

そ
の
姿
を
露
に
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
時
計
に
）
ビ
ッ
グ
オ
ー!

!

」

○
ロ
ジ
ャ
ー
・
ビ
ル
／
ビ
ッ
グ
オ
ー
格
納
庫

ブ
ン
！

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
目
が
光
り
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ガ
コ
ン
！

ス
ラ
イ
ダ
ー
で
降
り
て
い
く
。

○
神
殿

半
分
崩
れ
た
肢
体
の
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
つ
い
に
そ
の
姿
を

全
て
露
わ
に
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
「
が
ぎ
、
が
ご
ご
ご
」

頭
部
を
回
転
さ
せ
、
見
渡
し
て
い
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
あ
い
つ
は
ド
ロ
シ
ー
を
狙
っ
て
い
る
ら
し
い
な
。
（
時
計
に
）

ノ
ー
マ
ン
！

未
だ
か!

?

」

○
ロ
ジ
ャ
ー
邸
／
キ
ッ
チ
ン

壁
掛
け
電
話
に
向
か
っ
て
い
る
ノ
ー
マ
ン
。

ノ
ー
マ
ン
「
（
呑
気
に
）
も
う
少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
せ
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

○
地
下
鉄
路
線

ビ
ッ
グ
オ
ー
輸
送
貨
車
が
疾
走
す
る
！

○
神
殿

ズ
ズ
ー
ン
！

ズ
ズ
ー
ン
！

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
ビ
ル
を
踏
み

倒
し
、
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ
ジ
ャ
ー
と
ド
ロ
シ
ー
を
追
う
。

ド
ロ
シ
ー
「
（
絶
叫
）
違
う
！

違
う
わ
！

あ
れ
は
あ
た
し
の

あ
た

し
の
仲
間
な
ん
か
じ
ゃ
な
い!

!

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
も
全
然
判

ら
な
い!

!

あ
れ
は
、
あ
れ
は
い
て
は
い
け
な
い
も
の
よ
！
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
く
そ
っ
！
」

遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
の
巨
大
な
腕
が
、
二
人
の
直
前
に
振
り
下
ろ

さ
れ

ロ
ジ
ャ
ー
「
！
」ド

オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

突
如
、
天
井
が
割
れ
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
が
転
落
し
て
き
た
！
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や
や
離
れ
た
場
所
の
暗
が
り
に
い
た
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
。

包
帯
が
焼
け
落
ち
、
陰
の
中
で
醜
い
膚
が
チ
ラ
り
と
見
え
る
。

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
メ
ガ
デ
ウ
ス
…
…
。
そ
う
か

、
あ
い
つ
が
…
…
」

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

乗
り
込
ん
で
来
る
ロ
ジ
ャ
ー
。

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
下
部
床
で
、
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
ド
ロ
シ
ー
。

ド
ロ
シ
ー
「
（
呟
く
）
違
う
…
…
、
絶
対
に
…
…
違
う
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー
！

君
は
怖
さ
な
ん
て
感
じ
る
必
要
が
な
い
ん
だ
！
」

ド
ロ
シ
ー
「
…
…
」

球
面
モ
ニ
タ
に
映
る
ノ
ー
マ
ン
。

ノ
ー
マ
ン
「
大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
、
ロ
ジ
ャ
ー
様
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
（
ニ
ヤ
）
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
下
に
ま
で
行
く
事
が
あ
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
。
（
真
顔
に
な
り
）
亡
霊
を
倒
す
っ
」

ぐ
ぐ
っ
、
と
レ
バ
ー
を
引
く
。

○
神
殿

遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
「
ぐ
げ
え
え
え
え
！
」

奇
怪
な
声
を
上
げ
、
ビ
ッ
グ
オ
ー
に
襲
い
か
か
る
ロ
ボ
ッ
ト
。

腕
で
払
う
ビ
ッ
グ
オ
ー
！

巨
人
同
士
の
闘
い
。

ガ
ン
！

ガ
ン
！

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
拳
が
唸
り
、
連
打
さ
れ
た
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
ビ
ル
群
を
な
ぎ
倒
し
て
崩
れ
る
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ロ
ジ
ャ
ー
「
お
前
が
何
者
で
、
い
つ
か
ら
、
ど
こ
か
ら
こ
こ
に
来
て
い
る
の

か
ら
知
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
神
で
は
あ
る
ま
い
」

ズ
ズ
ー
ン
！

揺
れ
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
何
ッ!

?

」

１５



○
神
殿

遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
、
不
気
味
に
も
脚
を
延
ば
し
、
ビ
ッ
グ
オ
ー

の
脚
部
を
掴
ん
で
い
た
。

そ
の
ま
ま
転
倒
さ
せ
る
！

ド
ド
オ
オ
オ
ン
ン
！

シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
「
（
力
な
く
笑
い
）
メ
ガ
デ
ウ
ス
よ
り
も
強
い
…
…
」

起
き
上
が
っ
た
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
、
両
手
両
足
を
延
ば
し
、
ビ

ッ
グ
オ
ー
を
地
面
へ
め
り
込
ま
せ
て
い
く
。

○
ビ
ッ
グ
オ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

転
倒
し
て
い
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
。
壁
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
落
ち

て
い
る
ド
ロ
シ
ー
は
脅
え
て
い
る
。

ド
ロ
シ
ー
「

嫌
よ

、
嫌
…
…
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
ド
ロ
シ
ー
、
よ
く
見
て
い
た
ま
え
。
あ
れ
は
君
と
は
無
関
係
な

化
け
物
だ
！
」

ロ
ジ
ャ
ー
、
操
作
パ
ネ
ル
の
蓋
を
ガ
ツ
ン
と
叩
く
。

と
、
ボ
タ
ン
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
隠
し
パ
ネ
ル
が
開
く
。

ロ
ジ
ャ
ー
「
ビ
ッ
グ
オ
ー
！

お
前
の
仲
間
で
も
な
い
ぞ
！

遠
慮
す
る
事

は
、
な
い
！
」

バ
ン
！

一
気
に
ボ
タ
ン
を
全
押
し
す
る
ロ
ジ
ャ
ー
！

○
神
殿

ガ
イ
イ
イ
イ
イ
ン
！

ビ
ッ
グ
オ
ー
の
胸
部
が
開
い
た
！

そ
れ
を
見
た
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
、
そ
こ
目
掛
け
て
喰
い
付
こ
う

と
迫
る
！

バ
シ
ュ
！

バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
バ
シ
ュ
！

ビ
ッ
グ
オ
ー
胸
部
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
連
続
発
射
！

ビ
シ
ビ
シ
と
遺
跡
ロ
ボ
ッ
ト
の
躰
に
食
い
込
む
ミ
サ
イ
ル
。

そ
の
刹
那
に
、
渾
身
の
力
で
自
己
を
留
め
て
い
た
遺
跡
ロ
ボ

１６



ッ
ト
の
手
足
を
粉
砕
、
離
脱
！

デ
ィ
レ
イ
・
タ
イ
ム
が
終
わ
り

、

爆
発!

!

○
ド
ー
ム
内
／
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

疎
ら
な
車
の
往
来
が
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
そ
の
中
央

が
突
如
陥
没
！

ド
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

地
下
よ
り
吹
き
出
す
煙
。

ド
ー
ム
内
が
煙
で
満
た
さ
れ
て
い
く

。

○
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ド
ー
ム
／
パ
ラ
ダ
イ
ム
本
社
／
ア
レ
ッ
ク
ス
の
部
屋

離
れ
た
ド
ー
ム
の
惨
事
を
、
見
下
ろ
し
て
い
る
ア
レ
ッ
ク
ス
。

ア
レ
ッ
ク
ス
「

確
か
に
、
優
秀
な
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー
ら
し
い
…
…
」

○
ド
ー
ム
群
俯
瞰

外
れ
の
ド
ー
ム
の
一
つ
が
、
煙
で
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。

○
ロ
ジ
ャ
ー
邸
／
テ
ラ
ス
／
夜

復
旧
し
た
ド
ー
ム
の
明
か
り
を
見
つ
め
て
い
る
、
ド
ロ
シ
ー
。

と
、
背
後
か
ら

ロ
ジ
ャ
ー
「
寒
く
な
い
か

」

ド
ロ
シ
ー
「
（
黙
っ
て
横
目
で
睨
む
）
」

ロ
ジ
ャ
ー
「
と
聞
く
の
は
、
挨
拶
の
様
な
も
の
だ
…
…
（
後
悔
）
」

ド
ロ
シ
ー
「
気
温
検
知
く
ら
い
、
出
来
る
わ
、
あ
た
し
だ
っ
て
」

ぷ
い
っ
、
と
部
屋
に
入
っ
て
い
く
ド
ロ
シ
ー
。

ロ
ジ
ャ
ー
「

扱
い
づ
ら
い
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ
…
…
」

ド
ロ
シ
ー
、
砂
時
計
の
一
つ
を
、
ひ
っ
く
り
返
し
た
。

以
下
次
回
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